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三叉神経痛に対する葛根湯の投与経験
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経病に対する葛根湯の投与経験三叉?i〈申
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三叉ﾈ''１経第１．２校の複枝領域罹患患者で長年にわたり神経ブロックを受けていた

が寛解せず，葛根湯を併用したところ良好な経過をたどった症例を経験した。症例は

72歳，男性。右第１枝，第２枝三叉神経痛。カルバマゼピンと神経ブロックで治療さ

れていたが無痛期間は短かった。上歯槽が痛いとのことで再び麻酔科外来を訪れた。

痒痛は右前額部，鼻翼，上口唇に認めた。項部と肩の張りが強く，痙痛発作1聯には張

りが増悪すると訴えた。舌は白い舌苔が薄く覆っていた。脈は浮，実，脈拍数70．実

証と判断した。１５％フェノールグリセリンによる眼窩下神経ブロックを行い瘤痛は消

失した｡発作時の肩こりを目標にツムラ葛根湯エキス頼粒(医療用)7.59を分３で処方

した。その後はわずかに獲痛発作はあるものの，葛根湯の服用でほぼコントロールで

きるようになった。
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三叉神経痛葛根湯神経ブロック
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した。近医を受診し，当初カルバマゼピンが

投与され，その後右眼窩上，眼窩下，上顎，

下顎神経ブロックが繰り返し行われていた。

昭和63年６月，当院を受診した。

受診時右上歯槽から上顎にかけての瘻痛を

訴えており，眼祷下神経ブロックを行った。

以後激痛の発来のたびに，昭和63年には９回，

平成元年には４回のブロックを行い，そのつ

ど緩解をみた。以前から手術を勧められてい

たがブロックで痛みが和らぐので拒否してい

た。平成２年７月６日には眼窩上神経ブロッ

クと眼窩下神経ブロックを行い嬉痛は消失し

た。７月11日になって上歯槽が痛むとのこと

で再び麻酔科外来を訪れた。

現症：来院時三叉神経第１枝，第２枝領域

は知覚が著明に低下していた。癌痛は右前額

部，鼻翼，上口唇に認めた。項部と肩の張り

が強く、痙痛発作時には張りが増悪すると訴
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三叉神経痛は，三叉神経支配領域に一致し

た部位に発作性激痛を繰り返す疾患である。

痛みの強さは“kingofpain”と称され，忠

者はそのために摂食はおろか発語さえできな

くなる。われわれは三叉神経第１．２枝の複

枝領域罹患患者で長年にわたり神経ブロック
カヅコントウ

を受けていたが寛ｶｷﾞせず，葛根湯を併用した

ところ良好な経過をたどった症例を経験した

のて報告する。
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症例：７２歳，男性。身長150ｃｍ，体重50kg・

漁業。

現病歴：昭和47年８月より右顔面癌が出現
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ばることと几几，汗無く，悪風するは，葛根

湯これを主る」「太陽と陽明の合病は，必ず目

下利す，葛根湯これに主る」とされているも

の3)てある。

葛根湯の主たる薬味である葛根の薬理学的

主成分はフラボノイドである。薬理作用とし

て下熱作用，鎮痙作用，アセチルコリン様作

用，冠血管拡張作用、脳血流増加作用等があ

る｡。麻黄は薬理学的主成分がアルカロイド

とフラポノイドであり，薬理効果として鎮咳

作用、中枢興奮作用，交感神経興奮作用，発

汗作用，利胆作用，抗炎症アレルギー作用が

ある。桂枝には温熱作用がある4)。これらの総

合作用により身体の微小循環を改善し，肩こ

り，上半身の神経痛などに効果が認められ用

いられている.！)。

同様に葛根湯の持つ鎮痙作用，循環系の改

善作用により，三叉神経痛患者においても圧

迫を受けている神経の微小循環が改善し、興

奮閾値の低いmechanoreceptorから発せられ

る過剰インパルスが減少するのかもしれない。

えた。舌は白い舌苔が薄く覆っていた。脈は

淫，実，脈拍数70．漁業を営み体力は充実し

ている。実証と判W了した。

顔面癌に対しては15％フェノールグリセリ

ンによる眼祷下神経ブロックを行い，前額部

痛も含めて癌痛は消失した。発作時の肩こり

を目標にツムラ葛根湯エキス頼粒(医療用）

7.59を分３で処方した。２週間後の再来時に

は獲痛発作はまったくなく，肩こりも忘れる

程であるとのことであった。その後はわずか

に獲痛発螂作はあるものの，葛根湯の服用でほ

ぼコントロールできるようになっている。

〉（ 考 察

三叉神経痛は40歳以上の女性に多く，典型

例では診Ｉ折は容易である。痛みは数秒から数

分間と持続時間のごく短い発作的激痛であり，

触刺激で誘発されるtriggerpointが存在す

る。発作がないときには神経学的異常は認め

られない。病因は頭蓋内において三叉ﾈ''１経が

何らかの構造物に圧迫されて興奮閾値の低い

mechanoreceptorが興奮し，それが圧迫部に

おいて近隣の神経線維にshortcircuitを及

ぼし，高閾値の癌痛線維が興奮すると考えら

れている')。圧迫の原因のほとんどは血管で

あるが，腫瘍が10％程度に認められており，

ＣＴ，MRIなどの検査も必要となる2)。

治療として，神経の興奮閾値を上げるため

カルバマゼピンや他の抗痙箪剤投与が行われ

る。薬剤抵抗性を示したり，副作用等で増量

できない症例に対して神経ブロック療法が行

われてきたが，microsurgeryの確立によっ

て，neurovasculardecompressionが広く行

われるようになった2)。本症例では全身状態

もよく手術は可能であると思われたものの，

本人が拒否したことから神経ブロックと内服

薬の投与によって瘤痛をコントロールするこ

とにした。

葛根湯は葛根4.09,麻黄3.09,桂枝2.09,

甘草2.09,生姜2.09,大棗3.09,白背2.09の

割合の混合生薬の乾燥エキス3.759を７．５９

中に含有し，『傷寒論』では，「太陽病，項強

、
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陳１１三11生の三叉神経痛患者に:'１１１経ブロック療

法と葛根湯の投与を行い，良好な経過を得た

症例を経験したので報告した。長期にわたる

三叉神経病に対しても随証治療によって効果

が期待できる。

本症例の要旨は第７回痛みと漢方シンポジウ

ム(平成６年７月，東京)において発表した。
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